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階層再生産 と家族の 教育戦略

一
貧困 ・低所得家族 の 現 実か ら何 が 見 えるか 一

・青木　紀 （北海道大学教育学研究科）

1　 課題

・
　 「小 さな政府」 （ポ ス ト福祉 国家局面） に

　 お け る 「教育と家族」 ： 家族責任 の 強化 と

　 家族資源格 差の 拡大 ・「固定化」 → 子 ども

　 の 生 活基盤 ・意識の 分化

・ 「階層 再 生 産（家族）と教 育戦略」研究 の 動

　 向 ： 「家族 の 総力 戦」 「教育す る家族」 「教

　 育マ マ 」 → 「非教育マ マ 」家族、「意欲格差

　 社会」 厂希望格差社会」 の 形 成

・ 貧困 ・低所 得家族の 厂教育戦略」 （の 現実に

　 関する）研 究に焦点化す る こ とに よ っ て 、

　 何 が教育社会学研 究の 課題 と して 浮か び

　 上 が るか

（2 ）北海道 と東京 にお ける生活保護受給母芋

世帯の 生 活（史）分析か ら見る、「世代的再生産」

とい う「場」における生活、子育て
・教育 をめぐ

る 「不利が不利 を呼ぶ過程」 の 表面 化

・ 親だ けで なく、子 どもも身体的 ・心理 的諸

　 問題を抱えて い る生活

・ 「せ め て 高校卒業 を」とい う目標 し か 、教育

　 戦略 目標 を もて ない ・もた ない 親た ち

・ 子 ど もた ちの 「自己抑制」 （現実意識） と

　 現実性の ない夢 （将来像）の 併存

・ 生活保護受給母子世帯の社会的不利 、脆弱

　 な家族 と脆弱 な家族政策 の 中で の 格闘と

　　「あきらめ」

2　 貧困 ・低所得家族 の 生活 と厂教育戦略」

（1）北海道にお ける 「子 どもの 生活 と社会階

層」 に関す る分析か ら見た、低所得階層 の 子 ど

もたち と親の 生活 と意識の 特徴

（3 ）「生活福祉貸付修学資金」 （社会福祉協議

会運営）、「母子 お よび寡婦福祉貸付修学資金 」

（福祉事務所運営）利用者世帯の 分析 に見 る、

教育費捻出に格闘す る親 た ち と家族 崩壊 に よ

る 「返 還免除」

・ 学校で も家族で も「不安 と悩みを抱え る子

　 どもたち」の 層 と して の形成

・ 学校 と家族 と の 連携 は 改善 された か に見

　 え るが、地 域社会 ・親 た ちの 中で 「孤 立 し

　 て い る」生活保護受給家族

・ 生活 困難家族 に強 く表れ て い るか に 見 え

　 る 、 親子 関係 の 希薄 さ と コ ン トロ ール の

　　「弱 さ」 「あ い ま い さ」

・
子 どもた ちの 家族か らの 厂逃避的 自立 」 志

　 向基盤 と （ハ イ リス ク ・グ ル
ー

プ） と の連

　 関

日本育英会 （日本学生支援機構）奨学金 を

借 りられない 子 どもたち （家族）とそれ を

補完する 「知 られ て い ない 『福祉貸付修学

資金制度』」 の 存在

「当た り前の 学歴 」 と して の 高校卒業 、し

か し 公立 高校に行 くの に 、貧困 ・低所得家

族 にとっ て は、「奨学金」 「修学資金」 とい

う名の ロ
ーン 必要 とす る日本

その 「最低限学歴」 を保障す る ロ ーン を借

りる の に 、保証人を必要 とす る シ ス テム と

ス テ ィ グマ 、だ がその こ と自体が 容易な こ

とで は ない 現実。
．
そ して 「返還免 除」 「猶

予」 に表面化 して くる 、 借受人家族だけで
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　 な い 保証人 家族の 脆弱性 （脆弱 な家族が脆

　 弱 な家族 に 頼る シ ス テ ム ）

・ そ の 「ロ ー ン 」 を 「親 の 責任」 「家族の 責任 」

　 とし て と らえる低所得世 帯の 親た ち 。 さら

　 に 生活保護費か ら支払 う親た ち と、そ の 対

　 極 に あ る子 ど も の 外国留学や大 学院生活

　 まで 丸が か えで き る親た ち

・　とは い え 「教育の 聶低限保障」 （「高等教育

　 保 障」）の 役割 も小 さくは ない 。 し か し、

　 高校 卒業資格 を取得 して も大半は 不安 的

　 雇用 形態職種 に従事 を余儀な く され る状

　 況 と、その 中で 「若 く して低賃金の な か か

　 ら」返還 を迫 られ る とい う現実。こ れ ま で 、

　 問われる こ と の な か っ た 奨学金 ・修学資金

　 と い う名 の ロ
ー

ン 負 担に も見 られ る不 平

　 等 （問題意識 の 偏 っ た奨学金制 度研究〉の

　 存在

・　 1 年間 の 大学生 の 学習費総額（授業料プラ

　 ス 生活費）＝母 子世帯 の 1 年間の 平均所得

　 とい うこ とを 、
「知 らな い 」「見 過 ご し て い

　 る」あるい は 「我慢 して い る」親 と国民

えぱ A ．Lareu
，
　Unequal　Childhoods）の 存

在（小泉首相 の 議会答弁は その 代表的例）、

それゆえ に、「ライ フ チ ャ ン ス の 不 平等」

の 現状 を どの よ うに説得的に描くかは 、な

お も っ ど も重要 な教育社会学研 究 の 課題

と して ある 。 そこ で は、い わ ゆる大規模な

縦断調査 と ともに、質的な調査研 究も位置

づ けられ るべ き で あろ う。

なお根本的には 、上記に指摘 して きた よ う

に 、また OECD の デー
タ
ーか らも明 らか

なよ うな、教育費負担を め ぐる、わ が国の

「家族依存」的性 格 の 強 さの 根拠は何か（比

較福祉国家論 とも関連 し て ）、それ は平等 ・

不平等、公 平 ・不 公 正 とい っ た視点か らな

ぜ 問われ ない の か 、それ を変 え るには何が

必 要 か を突 き詰 める
1
とい う、大 きな課題が

横た わ っ て い る。だが 、教育行政 ・財政論

も含めて ア プ ロ
ーチその もの が な い

。 教育

の 「脱家族化」 は議論 として 成 り立た な い

か。

3　 当面の課題 と根 本 問題

・ 貧困 ・不 平等の 世 代的再生 産 の 現実は 、あ

　 らた め て 子 ど もた ちに と っ て の 「ライ フ チ

　 ャ ン ス の 平等」 の 確保 とい う基本課題 を提

　 起 して い る 。
こ の こ とが また 、「格差社会亅

　 形成 とともに社会問題化 して きた 、ニ ー ト、

　 引き こ も り、フ リータ
ー

問題 とリ ン ク し て

　 い る とすれば 、 教育社会学 もま た 、学校だ

　 けで な く、緊急性 を要す る貧 困 ・低所得家

　 族 の 「子 ど もた ち の 教育困難」に 対応 し う

　 る人 の 配 置 と シ ス テ ム 構 築に貢献す る研

　 究が求 め られ て い る。私た ち は 、そ れ を、

　 とりあえず 「教育福祉論」 「教育福祉 研 究 」

　 分野 ・領域 として い る 。

・ しか し、依然 と して 大 きな 「三 塁上 に 生 ま

　 れ た者 が 自分で 三 塁打を 打 っ て 三 塁 べ 一

　 ス に立 っ て い る と信 じて い る幻想」 （た と
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